
町
政
を
問
う

日頃の活動を通し、町民の思いをのせてただす一般質問

一般質問　目次

　議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに随時掲載している。

質問項目 質問者 ページ
乳幼児健診の拡充 岡本　香奈 7
�災害時における緊急避難場所の確保と町民の�
生命を守る施策 栗原　賢尚 8

防災情報の伝達
田成　　護 9

小中学校におけるICTの活用
教員の働き方改革 林　　敏哉 10
浦川導水路洪水対策

福田　史治 11
町内施設の看板の設置
金魚と鯉の郷広場の利活用促進

磯野　　博 12
町民の安心・安全を守る防犯対策強化
六栄緑地広場の環境整備

濱村　芳光 13
宮野フットサルコートの管理運営
選挙公約 福永　栄助 ※
浦川導水路の被害対策

濱﨑　　久 14
PFAS対策
金魚と鯉の郷
にじいろはうす改修工事
樹木の維持・管理

髙濱　克洋 15
人口減少社会における私有地管理と未然防止対策
金魚と鯉の郷広場のさらなる活用
移住・定住につなげる情報発信のあり方

町政を問
う

※福永議員の一般質問の記事は、事情により掲載しておりません。

潮さい（R8.8.15 No.166）潮さい（R8.8.15 No.166）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

現
在
実
施
し
て
い
る
乳
幼
児
健
診
の

対
象
年
齢
お
よ
び
実
施
回
数
は
。

答
（
健
康
づ
く
り
課
長
）	�

法
定
健
診
の
１
歳
６
か
月
児
健

診
、
３
歳
児
健
診
、
町
独
自
の
取
組
み

で
は
３
か
月
児
健
診
お
よ
び
７
か
月
児

健
診
を
毎
月
実
施
し
、
年
間
で
48
回
実

施
し
て
い
る
。

問
３
歳
児
健
診
と
い
う
名
称
だ
が
、

３
歳
半
で
実
施
し
て
い
る
理
由

は
。答

（
健
康
づ
く
り
課
長
）	�

対
象
を
「
満
３
歳
を
超
え
満
４
歳

に
達
し
な
い
幼
児
」
と
幅
広
く
規
定
し
、

多
く
の
自
治
体
が
３
歳
６
か
月
前
後
を

中
心
に
健
診
を
実
施
し
て
い
る
。

問
３
歳
半
が
好
ま
し
い
理
由
は
。

答
（
健
康
づ
く
り
課
長
）	�

視
力
検
査
の
指
示
を
正
し
く
理
解

し
、
集
団
生
活
を
見
据
え
た
社
会
性
の

発
達
が
明
確
に
な
り
、
尿
検
査
も
確
実

に
実
施
で
き
る
時
期
で
あ
る
た
め
。

問
３
歳
児
健
診
で
気
づ
き
が
あ
っ
た

場
合
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）	�

認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
園
な
ど

を
、
公
認
心
理
師
と
は
ぐ
く
み
館
の
職

員
で
巡
回
し
、
必
要
な
場
合
は
、
保
護

者
へ
療
育
事
業
所
、
医
療
機
関
受
診
な

ど
の
提
案
も
行
っ
て
い
る
。

問
県
内
に
お
い
て
、
現
在
５
歳
児
健

診
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
何

件
か
。
ま
た
荒
玉
管
内
で
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
。

答
（
健
康
づ
く
り
課
長
）	�

令
和
８
年
度
、
県
内
で
実
施
し
て

い
る
市
町
村
は
５
市
町
村
。
荒
玉
管
内

で
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問
５
歳
児
健
診
を
実
施
し
て
い
る
市

町
村
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
（
健
康
づ
く
り
課
長
）	�

専
門
職
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
健
診
後
に
支
援
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
子
ど
も
を
紹
介
す
る
医
療
機

関
や
療
育
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
や
、

さ
ら
に
は
地
域
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

制
の
整
備
の
必
要
性
と
い
っ
た
課
題
が

あ
る
た
め
。

問
課
題
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
町

と
し
て
５
歳
児
健
診
の
導
入
や
、 

こ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
て
い

く
か
。

答
（
町
長
）	

�

様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、
ひ
と
つ

ず
つ
ク
リ
ア
し
て
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
い
く
。

岡
おかもと

本　香
か な

奈
議員

課題はあるが、実施に向けて 
検討していく答

５歳児健診の導入を求める

動作で成長を確認

（子ども家庭庁ホームページより）

５歳児健診をすべてのこどもに

潮さい（R8.8.15 No.166）潮さい（R8.8.15 No.166）
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町
政
を
問
う

長
洲
町
で
は
、
津
波
時
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
と
津
波
避
難
ビ
ル
を
設

定
し
て
い
る
が
、
実
際
の
発
災
時
に
町

民
全
員
が
迅
速
に
避
難
で
き
る
受
皿

は
、
本
当
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）	

�

長
洲
小
校
区
で
は
、
収
容
人
数

９
５
０
０
人
程
度
、
同
じ
く
、
腹
赤
小

校
区
で
は
、
３
２
０
０
人
程
度
が
避
難

で
き
る
。

問
菜
切
川
河
口
一
帯
は
津
波
浸
水
想

定
区
域
で
あ
る
が
、
最
寄
り
の
津

波
避
難
ビ
ル
ま
で
約
５
０
０
ｍ
あ
り
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
小
さ
な

子
ど
も
を
連
れ
た
方
が
警
報
発
令
後
に

徒
歩
で
安
全
に
到
達
で
き
る
の
か
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

津
波
避
難
ビ
ル
は
、津
波
発
生
時
、

一
時
的
に
民
間
企
業
が
所
有
す
る
施
設

を
借
り
て
避
難
場
所
と
し
て
い
る
。	�

　
新
耐
震
基
準
な
ど
、
諸
々
の
基
準
も

あ
り
、
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
各
避
難
所
の
一
部
に
大
雨
時
の
浸

水
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
災
害
種

別
ご
と
の
使
い
分
け
、
周
知
の
し
か
た

を
わ
か
り
や
す
く
す
る
べ
き
で
は
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）	

�

避
難
所
等
で
は
、
災
害
の
種
別
ご

と
に
指
定
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
防
災
士
、
地
域
防
災
組
織
等

を
活
用
し
つ
つ
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
て
改
め
て
周
知
を
行
う
。

問
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
や
個
別

避
難
計
画
は
、
迅
速
な
安
否
確
認

や
避
難
支
援
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
効

果
的
に
活
用
し
て
い
る
か
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）	

�

要
支
援
者
か
ら
同
意
を
得
て
、
各

区
の
自
主
防
災
組
織
の
協
力
の
下
、
定

期
的
に
更
新
を
行
い
、
共
助
の
体
制
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

問
本
町
で
は
海
抜
表
示
板
を
33
か
所

設
置
し
て
い
る
が
、
海
抜
だ
け
で

な
く
避
難
ル
ー
ト
、
夜
間
で
も
見
え
る

蓄
光
サ
イ
ン
、
交
差
点
ご
と
の
方
向
表

示
な
ど
対
策
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）	

�

住
民
の
迅
速
な
避
難
に
有
効
と
考

え
、
地
域
防
災
組
織
と
防
災
士
の
意
見

聴
取
を
行
い
、
設
置
を
今
後
検
討
す
る
。

問
本
町
で
は
地
震
・
津
波
防
災
対
策

と
し
て
、
各
種
訓
練
を
行
っ
て
い

る
が
、
参
加
率
、
避
難
所
到
達
時
間
、

要
支
援
者
の
参
加
状
況
、
課
題
の
改
善

状
況
等
を
検
証
し
、
現
在
に
反
映
し
て

い
る
か
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）	

�

今
年
も
11
月
8
日
に
全
町
民
対
象

の
地
震
・
津
波
の
避
難
訓
練
を
実
施
予

定
で
あ
り
、
発
災
か
ら
避
難
場
所
ま
で

の
所
要
時
間
計
測
と
、
避
難
場
所
で
の

防
災
士
の
講
話
を
行
う
。
課
題
は
あ
る

が
、
地
道
に
訓
練
等
を
行
っ
て
い
く
。

結
び
訓
練
は
、
行
っ
た
だ
け
に
終

わ
ら
ず
、
校
区
別
、
地
区
別

の
訓
練
検
証
結
果
を
町
民
に
見
え
る
形

に
示
す
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

住民の迅速な避難に有効と考え、 
設置を検討する答

栗
くりはら
原　賢

けん
尚
しょう

議員

海抜表示だけでなく避難ルート、
蓄光サインなど対策が必要では

防災士とは防災の知識と技能を習得した
人で、様々な場面で活躍が期待されます

潮さい（R8.8.15 No.166）潮さい（R8.8.15 No.166）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

住
民
か
ら
、
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ

え
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
ど

の
程
度
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）	

�

聞
こ
え
づ
ら
い
と
の
意
見
が
あ
る

一
方
、
ス
ピ
ー
カ
ー
近
く
で
は
う
る
さ

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
役
場
と
海
岸

に
面
し
て
い
る
松
原
区
、
上
沖
洲
区
の

３
か
所
を
高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
に
交
換

す
る
。

問
放
送
が
改
善
さ
れ
た
場
合
、
住
民

の
意
見
を
参
考
に
、
他
の
設
備
の

交
換
等
も
検
討
す
る
の
か
。

答(
危
機
管
理
対
策
室
長)	

�

交
換
後
改
善
さ
れ
た
か
調
査
す

る
。
ま
た
、
聞
こ
え
づ
ら
い
方
は
、
ど

の
よ
う
な
方
法
が
よ
い
か
相
談
を
受
け
、

対
応
し
て
い
く
。

問
防
災
無
線
を
補
完
す
る
情
報
伝
達

方
法
は
あ
る
の
か
。

答(

町
長)	

�

町
か
ら
の
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
専
用
の
電
話
で
も
確

認
で
き
る
。
ま
た
各
家
庭
に
個
別
受
信

機
の
設
置
も
行
っ
て
い
る
。

問
防
災
メ
ー
ル
や
広
報
紙
の
見
開
き

の
下
に
無
料
通
話
の
防
災
用
電
話

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
地
区
の
防
災

訓
練
等
で
周
知
徹
底
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

答(

危
機
管
理
対
策
室
長)	

�

地
域
等
の
訓
練
等
で
周
知
を
徹
底

し
て
い
く
。

問
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
状
況
は

ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）	�

小
学
５
年
か
ら
中
学
３
年
ま
で
英

語
、
数
学
（
算
数
）
を
導
入
し
て
い
る
。

紙
と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
併
用
し
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
を
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
映

し
、
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

問
教
員
間
や
学
校
間
で
の
利
用
格
差

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
支
援
体
制

は
で
き
て
い
る
の
か
。

答(

教
育
長)	

�

教
育
事
務
所
や
教
育
委
員
会
よ
り

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
指
導
効
果
を
考
え

た
実
践
を
推
進
し
て
お
り
、
学
校
間
の

格
差
は
少
な
い
。
教
員
間
の
格
差
は
教

材
研
究
や
活
用
に
向
け
た
方
策
を
進
め

て
い
る
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
導
入
の
段
階
を
経

て
、
子
ど
も
の
や
る
気
、
学
力
を

上
げ
て
い
く
成
果
に
結
び
つ
け
る
段
階

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答(

教
育
長)	

�

校
長
や
教
員
を
中
心
に
協
議
を
重

ね
、
ど
の
方
法
が
よ
い
か
検
討
を
進
め

て
い
く
。

田
た
成
なり
　護

まもる

議員

校
長
や
教
員
で
協
議
を
重
ね
進
め
て
い
く

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
成
果
に

つ
な
げ
る
時
期
で
は
な
い
の
か

室内では聞こえにくい

3か所を高性能スピーカーに 
交換する答

防災行政無線が聞こえづらい 
との声があるが

成果につなげることが大切

潮さい（R8.8.15 No.166）潮さい（R8.8.15 No.166）
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町
政
を
問
う

文
部
科
学
省
は
、
教
員
の
長
時
間
労

働
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
た
め

に
、
改
正
給
特
法
に
第
7
条
を
新
設

し
、
残
業
の
上
限
を
「
月
45
時
間
、
年

間
３
６
０
時
間
」
と
定
め
た
が
、
残
業

を
行
っ
た
教
員
は
、
令
和
6
年
度
と
7

年
度
実
績
で
、
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
教

員
総
数
の
う
ち
何
名
だ
っ
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長)	

�

令
和
6
年
度
は
小
学
校
教
員
総
数

64
人
中
41
人
、
中
学
校
は
29
人
中
24

人
、
令
和
7
年
度
は
小
学
校
77
人
中
43

人
、
中
学
校
は
28
人
中
23
人
で
あ
る
。

問
土
日
祝
日
に
出
勤
し
、
学
校
業
務

に
必
要
な
業
務
を
行
っ
た
場
合

は
、
超
過
勤
務
時
間
と
し
て
認
め
ら
れ

る
が
、
出
退
時
間
は
勤
怠
シ
ス
テ
ム
に

計
上
さ
れ
て
い
な
い
と
答
弁
さ
れ
た
が

何
故
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

�

土
日
祝
日
は
、
教
員
の
休
日
で
あ

り
勤
怠
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
な
い
た
め
、

デ
ー
タ
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
は
実
態
把
握
に
向
け
校
長
と
協
議

し
、
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
方

法
を
決
め
て
い
く
。

問
前
回(

令
和
7
年
3
月
定
例
会)

の
一
般
質
問
で
は
、
令
和
6
年
4

月
に
開
校
し
た
長
洲
中
学
校
の
超
過
勤

務
時
間
が
常
態
化
、
長
期
化
し
た
理
由

と
し
て
、「
旧
腹
栄
中
学
校
と
旧
長
洲

中
学
校
の
生
徒
が
新
た
な
教
育
環
境
に

適
応
し
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
ま
で

は
生
徒
へ
の
指
導
に
つ
い
て
、
よ
り
綿

密
に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
勤
務
時

間
の
超
過
に
つ
な
が
っ
た
」
と
答
弁
さ

れ
た
が
、
開
校
か
ら
す
で
に
３
年
目
を

迎
え
た
が
改
善
さ
れ
た
の
か
。

答
（
教
育
長
）	�

開
校
し
た
当
時
の
1
年
生
も
3
年

生
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た

学
習
活
動
や
学
校
行
事
、
生
徒
会
活
動

な
ど
を
経
て
落
ち
着
い
た
態
度
で
学
校

生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、
年
々

改
善
さ
れ
て
い
る
。

問
長
洲
中
学
校
の
加
配
教
員
配
置
数

が
予
定
枠
6
人
に
対
し
て
5
人
の

配
置
で
あ
る
が
対
策
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長)	

�
県
へ
の
要
請
を
行
い
、
町
教
育
委

員
会
や
学
校
現
場
等
で
の
人
脈
な
ど
、

人
材
の
発
掘
や
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、

現
状
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

問
根
本
的
な
対
策
と
し
て
、
膨
大
な

学
校
業
務
の
見
直
し
を
行
い
、
教

員
１
人
当
た
り
の
業
務
負
担
軽
減
と
同

時
に
、
教
員
定
数
の
改
善
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
（
教
育
長
）	�

業
務
の
見
直
し
、
人
員
確
保
と
同

時
に
、
教
員
の
定
数
改
善
が
非
常
に
大

切
で
あ
り
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
国
や
県
に
要
望
と
し
て
働

き
か
け
を
続
け
て
い
く
。

結
び
義
務
標
準
法
の
抜
本
的
な
改

正
や
、
教
育
予
算
の
増
額
を

行
い
、
教
員
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
国
や
県
へ
の
継
続
的
な
要
望
が

不
可
欠
な
課
題
も
あ
れ
ば
、
本
町
が
率

先
し
て
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
速
や

か
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

国や県に要望として働きかけを 
続けていく答

教員定数の改善が必要では

急がれる教員の働き方改革

潮さい（R8.8.15 No.166）潮さい（R8.8.15 No.166）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

本
町
は
、
高
浜
地
区
、
駅
南
側
は
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
宅
地
開
発
が
進
み
、
住
宅
が
増
え
て

い
る
一
方
、
こ
の
地
域
は
、
浦
川
導
水

路
の
水
位
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
洪

水
・
氾
濫
時
の
解
消
策
、
お
よ
び
昨
年

８
月
の
線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨

と
同
等
以
上
の
大
雨
に
対
す
る
浸
水
災

害
防
止
策
は
万
全
か
。

答
（
町
長
）	

�

宅
地
造
成
さ
れ
た
土
地
は
、
か
さ

上
げ
さ
れ
て
お
り
浸
水
の
恐
れ
は
な
い

が
、
大
雨
予
報
時
は
農
業
用
堰
の
事
前

転
倒
や
排
水
機
場
の
早
期
稼
働
に
よ
り

冠
水
を
防
ぐ
。
ま
た
、
こ
こ
の
整
備
は

県
営
事
業
で
あ
る
た
め
、
治
水
対
策
の

強
化
や
施
設
更
新
計
画
推
進
を
県
に
強

く
要
望
し
、
防
災
対
策
に
努
め
る
。

問
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
３
台
が
常
に

最
大
限
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
保
守
点
検
や
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）	

�

業
者
に
よ
る
年
２
回
の
保
守
点
検

に
加
え
、
毎
月
職
員
に
よ
る
動
作
確
認

や
消
耗
品
の
交
換
・
修
繕
を
計
画
的
に

実
施
中
。
ま
た
、
３
台
の
ポ
ン
プ
が
常

に
問
題
な
く
稼
働
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

問
今
後
の
宅
地
開
発
を
見
据
え
、
総

合
的
な
流
域
治
水
対
策
に
積
極
的

に
取
組
む
べ
き
で
は
。

答
（
町
長
）	

�

関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う
浦

川
排
水
機
場
の
機
能
強
化
や
、
総
合
的

な
流
域
治
水
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問
町
内
公
共
施
設
の
案
内
板
は
来
町

者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
重
要

だ
が
、
路
上
か
ら
見
え
る
標
示
板
が
無

い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
が
見
解
を
伺

う
。

答
（
町
長
）

案
内
板
は
、
本
町
の
利
便
性
向
上

や
利
用
促
進
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
各
学
校
の
校
門
の
看
板
を
統
一
し

て
は
ど
う
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

長
洲
中
や
腹
赤
小
学
校
と
同
様
の

大
き
さ
・
色
を
用
い
た
統
一
性
の
あ
る

標
示
看
板
の
設
置
を
進
め
た
い
。

問
通
学
路
の
途
中
に
あ
る
農
村
公
園

の
公
共
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
路
上

に
案
内
看
板
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
（
建
設
課
長
）

近
隣
に
あ
る
役
場
等
の
施
設
を
利

用
す
る
ほ
う
が
防
犯
上
も
安
心
で
あ
る

の
で
設
置
予
定
は
な
い
。

問
事
故
多
発
地
点
の
表
示
や
横
断
歩

道
前
後
の
カ
ラ
ー
舗
装
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

答
（
危
機
管
理
対
策
室
長
）

事
故
多
発
地
点
の
表
示
に
つ
い
て

は
可
能
。
カ
ラ
ー
舗
装
は
、
既
に
施
工

済
の
所
も
あ
り
順
次
進
め
て
い
る
。

福
ふく
田
だ
　史

ふみ
治
はる

議員

監視体制や連携体制を強化し、 
対応していく答

公
共
施
設
の
環
境
整
備
に
努
め
る

町
内
施
設
の
看
板
設
置
が
必
要
で
は

高浜地区などの洪水や氾濫時の 
解消策はあるのか

ポンプ頼みの浦川導水路

潮さい（R8.8.15 No.166）潮さい（R8.8.15 No.166）
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町
政
を
問
う

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
は
、
本
町
を
代

表
す
る
観
光
交
流
拠
点
で
あ
り
、

多
目
的
広
場
、
金
魚
の
館
な
ど
を
備
え
、

多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
る
施
設
で
あ

る
。
そ
し
て
、
春
、
夏
、
秋
の
主
要
イ

ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

る
が
、
さ
ら
な
る
「
目
的
地
化
」
へ
の

転
換
を
進
め
る
た
め
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
出
店
場
所
を
確
保
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）	

�

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
は
、
来
場

者
増
加
、
そ
し
て
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出

に
も
つ
な
が
る
試
み
で
あ
る
と
考
え
、

設
置
ス
ペ
ー
ス
等
の
確
保
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

問
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
平
日
も
出
店
で

き
る
よ
う
な
、
常
設
の
設
置
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
導
入
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

�

平
日
は
来
場
客
が
少
な
い
た
め
、

常
設
で
の
出
店
は
事
業
者
に
と
っ
て
も

厳
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
土
日
の

出
店
や
、
熊
本
県
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
協
会

な
ど
と
連
携
し
た
「
大
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

大
会
」
な
ど
を
開
催
し
て
「
長
洲
町
に

行
け
ば
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
あ
る
」
と
し

て
い
く
こ
と
は
当
然
私
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
実
現
に
向

け
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
全
国
的
に
強
盗
事
件
や
特
殊
詐

欺
、
闇
バ
イ
ト
、
空
き
巣
な
ど
の

犯
罪
に
対
す
る
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

犯
罪
防
止
に
は
町
全
体
の
防
犯
環
境
の

向
上
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
夜

間
の
視
認
性
を
確
保
す
る
防
犯
灯
の
役

割
は
非
常
に
大
き
い
。
本
町
は
、
家
庭

用
防
犯
カ
メ
ラ
購
入
費
助
成
制
度
は
実

施
し
て
い
る
が
、
個
人
宅
防
犯
灯
設
置

補
助
の
制
度
創
設
に
つ
い
て
考
え
て
は

ど
う
か
。

答
（
町
長
）	

�

犯
罪
の
抑
止
力
と
し
て
も
効
果
が

あ
り
、
ま
た
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、
地
域
の
安
全
確
保
に
も
繋
が
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。
制
度
設
計
を
検

討
し
て
予
算
な
ど
の
計
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

結
び
自
費
で
道
路
を
照
ら
す
民
間

の
動
き
が
広
が
れ
ば
、
町
全

体
の
安
全
性
が
高
ま
る
た
め
、
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

磯
いそ
野
の
　博

ひろし

議員

目的地化への転換を

町のにぎわい創出にもつながる 
試みであると思う答

キッチンカーを目玉にしてはどうか

防犯強化で安心安全なまちへ

制
度
設
計
を
検
討
し
て
い
き
た
い

個
人
宅
防
犯
灯
設
置
補
助
の
制
度

創
設
を
考
え
て
は

潮さい（R8.8.15 No.166）潮さい（R8.8.15 No.166）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

濱
はまむら
村　芳

よしみつ
光

議員

樹木の伐採を行って管理していく答

六
栄
緑
地
公
園
は
憩
い
の
場
で
あ
る

が
、
隣
の
旧
保
育
園
が
荒
れ
放
題

で
あ
り
、
防
犯
対
策
上
、
防
犯
灯
と
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

�

防
犯
灯
は
道
路
沿
い
に
設
置
し
て

お
り
、
明
る
さ
は
十
分
と
考
え
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
は
旧
保
育
所
に
設
置
し
て
い

る
カ
メ
ラ
を
公
園
付
近
に
移
設
す
る
予

定
で
あ
る
。

問
六
栄
緑
地
公
園
に
は
公
衆
ト
イ
レ

が
な
い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が

困
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
の
設
置
が
必
要

だ
と
思
う
が
対
策
は
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

現
時
点
で
新
し
く
公
園
内
に
ト
イ

レ
を
整
備
す
る
予
定
は
な
い
。
近
く
に

あ
る
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
使
用
す
る

よ
う
指
導
を
し
て
い
く
。

問
緑
地
公
園
内
の
樹
木
が
高
く
生
い

茂
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
暗
い
状

態
で
あ
る
。
地
元
の
方
が
心
配
さ
れ
て

い
る
が
。

答
（
建
設
課
長
）	

�

高
木
等
の
剪
定
に
つ
い
て
は
、
重

点
的
に
行
っ
て
い
る
。

問
六
栄
小
学
校
体
育
館
横
の
フ
ッ
ト

サ
ル
コ
ー
ト
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
使
用
さ
れ
た
後
に
は
、
た
ば

こ
の
吸
い
殻
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ア
ル

ミ
缶
、
お
菓
子
の
空
袋
な
ど
が
捨
て
て

あ
る
。
ベ
ン
チ
の
下
に
も
落
ち
て
い
る
。

対
策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）	

�

利
用
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
向
け
た
新

た
な
掲
示
板
の
設
置
や
、
職
員
に
よ
る

週
１
回
の
ご
み
収
集
等
を
実
施
し
、
快

適
に
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
。

問
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
使
用
に
つ

い
て
、
管
理
者
と
し
て
の
考
え
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
周
知
啓
発
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。
職
員
に
よ
る

見
回
り
等
も
強
化
す
る
。

問
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
内
に
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
は
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

隣
接
す
る
管
理
棟
の
中
に
自
動
で

撮
影
を
行
う
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

六栄緑地公園の管理徹底を

憩いの場をきれいに

ゴミを捨てないで

利
用
マ
ナ
ー
の
啓
発
に
努
め
る

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
管
理
は

潮さい（R8.8.15 No.166）潮さい（R8.8.15 No.166）
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町
政
を
問
う

当
町
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
34
年
に

梅
田
浄
水
場
か
ら
始
ま
り
、
今
日

ま
で
３
系
統
を
有
す
る
。
町
の
行
政
機

構
は
私
の
提
案
を
受
け
入
れ
上
水
道
課

と
下
水
道
課
と
合
併
し
て
上
下
水
道
課

と
な
っ
た
が
、
さ
ら
な
る
経
費
削
減
や

組
織
体
制
の
強
化
を
図
り
、
２
市
４
町

の
有
明
広
域
行
政
的
な
管
理
の
一
体
化

や
施
設
の
共
同
化
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
長
洲
町
が
汚
染
さ
れ
る
前
に
、
被

害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
は
で
き
な
い
か

町
長
の
見
解
と
決
意
は
。

答
（
町
長
）	
�

対
策
は
、
流
域
や
地
下
水
系
な
ど

共
有
す
る
周
辺
自
治
体
と
の
広
域
連
携

が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
年
４
回
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
※
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。
広
域
化
は
検
討
す
る
。

問
い
つ
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
、ゆ
っ

く
り
お
風
呂
タ
イ
ム
、
と
町
は
広

報
し
な
が
ら
、
改
修
工
事
後
の
入
浴
禁

止
は
不
親
切
、
行
政
怠
慢
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	
�

周
知
が
遅
れ
配
慮
不
足
だ
っ
た
。

問
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は
工
期

延
長
で
5
か
月
遅
れ
た
。
今
度
は

使
用
禁
止
、
国
庫
補
助
金
も
も
ら
え
ず

反
省
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）	

�

こ
う
い
っ
た
形
で
施
設
が
利
用
で

き
な
い
の
は
、
町
民
に
迷
惑
を
か
け
配

慮
が
足
り
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
過
去
、
桜
の
花
見
ど
き
、
ぼ
ん
ぼ

り
を
下
げ
夜
間
花
見
を
実
施
し

た
。
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
周
辺
、
月
の
光

を
湖
面
に
浮
か
べ
日
本
を
代
表
す
る
町

出
身
の
吉
田
晴
風
の
尺
八
、
門
下
生
に

よ
る
演
奏
、
ま
た
、
吟
道
の
発
表
な
ど

考
え
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）	

�

交
流
人
口
活
性
化
が
図
れ
る
事
業

を
考
え
て
い
る
。

問
令
和
７
年
８
月
の
満
潮
時
、
３
時

間
で
２
７
５・５
ミ
リ
の
大
雨
で

農
地
や
道
路
が
冠
水
し
た
。
被
害
対
策

は
で
き
た
か
。
解
決
策
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）	

�

施
設
の
保
守
点
検
、
継
続
管
理
を

適
正
に
実
施
し
、
施
設
能
力
の
在
り
方

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
昨
年
は
堤
防
50
セ
ン
チ
冠
水
し
た
、

こ
れ
を
防
ぐ
対
策
は
で
き
た
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）	

�

昨
年
は
農
業
堰
を
1
メ
ー
ト
ル
下

げ
て
も
ら
っ
た
。
今
後
は
そ
れ
以
上
堰

を
下
げ
て
も
ら
い
冠
水
の
被
害
を
最
小

限
抑
え
る
よ
う
対
策
し
た
い
。

結
び
今
回
も
対
策
が
は
っ
き
り
し

な
い
。
今
後
委
員
会
で
説
明

を
求
め
る
。

濱
はま
﨑
さき
　久

ひさし

議員

検討する答

PFAS※対策は、組織体制の 
広域化を図るべし

町
民
に
迷
惑
を
か
け
配
慮
不
足
だ
っ
た

に
じ
い
ろ
は
う
す
改
修
工
事
は 

不
親
切
で
は

交
流
人
口
活
性
化
を
図
る

金
魚
と
鯉
の
郷
活
用
に
つ
い
て
は

被
害
を
抑
え
る
対
策
を
考
え
る

浦
川
導
水
路
の
被
害
対
策
は 

で
き
た
か

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）
は
「
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
」
の
総
称
で
、
水
や
油
を
は
じ
き

熱
に
強
い
等
の
特
性
を
持
ち
、
自
然
環
境
中

で
ほ
と
ん
ど
分
解
さ
れ
ず
人
体
や
環
境
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
物
質
群
。
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
は
年
間
26
万
人

が
訪
れ
る
本
町
の
貴
重
な
地
域
資

源
で
あ
る
。
現
在
利
用
実
態
調
査
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

公
表
す
る
の
か
。

答
（
町
長
）	

�

担
当
課
長
は
公
表
し
な
い
と
申
し

た
が
、
し
っ
か
り
公
表
し
て
い
き
た
い
。

問
広
場
は
役
場
か
ら
近
く
、
職
員
が

定
期
的
に
現
地
へ
赴
き
、
利
用
者

へ
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
等
、
現
場

の
声
を
よ
り
深
く
把
握
す
る
取
組
み
は

有
効
だ
が
、
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行

う
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

一
度
の
調
査
で
は
不
十
分
だ
が
、

継
続
的
な
調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

問
本
町
の
Ｐ
Ｒ
に
関
し
て
、
前
回
の

議
会
か
ら
こ
の
３
か
月
間
で
具
体

的
に
何
を
行
な
っ
た
か
。
ま
た
、
や
る

こ
と
は
決
ま
っ
て
い
る
も
の
の
ま
だ
実

施
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
何
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

冊
子
の
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な

ど
を
取
組
ん
だ
。
今
後
に
つ
い
て
の
協

議
等
は
途
中
で
あ
る
。

問
本
議
会
で
執
行
部
か
ら
、
企
業
の

意
向
を
確
認
し
企
業
の
Ｐ
Ｒ
や
人

材
確
保
に
関
す
る
情
報
発
信
を
す
る
か

判
断
す
る
旨
説
明
が
あ
っ
た
。
実
際
に

行
う
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

折
あ
る
と
き
に
確
認
は
し
た
い
。

問
町
発
信
の
広
告
物
の
質
が
ま
ば
ら

で
あ
る
が
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

デ
ザ
イ
ン
の
統
一
性
を
図
る
べ
く

検
討
す
る
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
昨
年
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
約
４
７
３
万
円
か
け
た
。

ア
ク
セ
ス
の
変
化
と
今
後
の
分
析
方
針

は
。答

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）	�

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
に
は
分
析
ツ
ー

ル
を
入
れ
て
お
ら
ず
、
ア
ク
セ
ス
等
の

デ
ー
タ
は
な
い
。
一
年
に
一
度
適
宜
確

認
を
行
う
。

問
私
有
地
の
樹
木
等
に
起
因
す
る
本

町
へ
の
相
談
件
数
は
。
ま
た
、
令

和
5
年
度
の
民
法
改
正
に
よ
り
、
一
定

の
場
合
に
は
越
境
し
た
枝
を
土
地
所
有

者
自
ら
切
り
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
本
町
の
受
け
止
め
は
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）	

�

令
和
５
年
が
15
件
、
令
和
６
年
が

37
件
、
令
和
７
年
が
26
件
で
あ
る
。
実

際
の
運
用
に
は
現
実
的
に
様
々
な
課
題

が
あ
る
。

問
本
町
で
も
実
際
に
私
有
地
か
ら
大

木
が
道
路
ま
で
伸
び
、
伐
採
し
よ

う
と
す
る
と
１
０
０
万
円
を
超
え
る
高

額
と
な
り
、
費
用
面
で
伐
採
で
き
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
他
自
治
体
で
は

私
有
地
の
木
で
も
状
況
に
よ
り
伐
採
補

助
を
行
う
場
合
も
あ
る
。
危
険
木
対
策

の
支
援
制
度
の
創
設
は
検
討
段
階
に

入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）	

�

基
本
的
に
私
有
地
は
個
人
の
問
題

だ
が
、
他
自
治
体
の
事
例
の
情
報
収
集

に
努
め
る
。

冊子の設置とポスター掲示など、 
他の取組みは協議中である答

髙
たかはま
濱　克

かつひろ
洋

議員

３月定例会以降、金魚と鯉の郷広場
での本町PRの取組みはすすんだのか

質
統
一
の
た
め
に
検
討
す
る

本
町
で
情
報
発
信
の
質
が 

ぶ
れ
な
い
取
組
み
が
必
要
で
は

国
や
県
、
他
自
治
体
の
情
報
収
集
に
努
め
る

他
自
治
体
で
は
危
険
木
伐
採
の
補

助
を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
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